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R23a 星形成と星間物質の基本平面の発見
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巨大分子雲スケールでの星間物質と星形成の間に成立する二つの基本平面の発見を報告する。関係する変数は
星形成率（SFR）、12CO(J = 1− 0)強度、12CO(J = 3− 2) 強度、ダスト柱密度およびKバンドの表面輝度であ
る。近傍の渦巻銀河M33に対して野辺山 45m鏡およびASTE10m鏡を使って行われた大規模サーベイ、MAGiC
に基づいた分子雲カタログに対して、主成分解析を行う事でこれら５つの変数の間の関係を求めた結果、これら
の変数は３次元空間で２つの平面を成す事がわかった。それぞれの分子雲は、その進化段階に依ってこの平面上
で違う領域を占める。また、これら平面を２次元に投影することにより、従来よくしられているシュミット＝ケ
ニカット則なども再現できるが、強い相関を示すのは星形成率とダスト密度の関係であることもわかった。これ
らの平面は多変数の星形成則と見なす事ができる。


